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　久
留
米
藩
随
一
の
豪
商
・
手て

つ

や
津
屋

正し
ょ
う
す
け

助
が
所
有
し
た
全
５
巻
の
航
路
図
で

す
。
全
長
は
５
巻
あ
わ
せ
て
約
25
ｍ
に
及

び
ま
す
。
主
に
日
本
列
島
の
太
平
洋
側
が

描
か
れ
、
全
体
で
は
東
北
か
ら
江
戸
、
大

阪
を
経
て
九
州
に
い
た
り
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
見
る
と
、
各
地
の
城

郭
や
神
社
仏
閣
と
い
っ
た
名
所
の
ほ
か
、

所
々
に
集
落
を
描
き
、
距
離
や
航
海
上
の

注
意
点
を
文
字
で
記
し
た
箇
所
も
あ
り
ま

す
。
な
お
、
表
現
や
表
記
の
異
同
、
押
印

の
有
無
、
表
紙
の
違
い
な
ど
か
ら
、
巻
１

と
巻
２
、
巻
３
と
巻
４
が
そ
れ
ぞ
れ
対
を

な
し
、
巻
５
は
ま
た
別
に
作
成
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　実
際
の
日
本
列
島
は
起
伏
に
富
み
、
海

岸
線
が
複
雑
に
連
な
り
ま
す
。
一
方
、
こ

の
絵
巻
で
は
、
そ
の
独
特
の
地
形
が
長
い

紙
面
に
巧
み
に
収
め
ら
れ
、
山
や
海
が
色

鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
の
手
津
屋
の
人
々
が
、
絵
巻
を
手
に
航

海
の
旅
程
を
見
て
楽
し
む
様
子
が
想
像
さ

れ
ま
す
。

＊
関
連
記
事
（
12
ペ
ー
ジ
へ
）

　豪
商
の
絵
巻
で
た
ど
る

　江
戸
時
代
の
船
の
旅
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